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もが、それを容易に過小評価させた。」Ernst Jünger, Sämtliche Werke, Bd.






































見する。たとえば、1945 年 5 月 7日付や同月 10日付のくだりを参照された
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著に見て取れる。ただしそこで後者の面を担っているのは、ニーキッシュ自
身でなく、このパンフレットに挿絵を提供した A. P. ヴェーバーである。彼
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